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阪神高速道路株式会社
2025年 2月 19日

大規模更新事業の状況報告（湊川付近）
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1.対象橋梁および湊川橋梁更新事業の経緯

2.当面の監視計画（案）
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対象橋梁の概要
 橋梁名 ︓３号神戸線 湊川橋梁
 上部工形式︓鋼3径間連続鋼床版箱桁橋（上下線分離，4連）
 竣工年月 ︓1968(S43)年3月

• 国道相互の交差点、運河渡河など制約条件が多く、限られた敷
地内に建設

• 基礎寸法の制約を受け、上部工も死荷重軽減のために箱桁構
造を採用

• 数多くのき裂が発生しており、致命的な損傷への進展が懸念さ
れるため、構造物全体の取り替え 現地状況

湊川更新事業 対象区間
神S585〜S590（L＝約400m）

東橋
54.7m＋78.0m＋54.7m（上り線）
54.7m＋78.0m＋54.7m（下り線）

東橋
54.7m＋78.0m＋54.7m（上り線）
54.7m＋78.0m＋54.7m（下り線）

西橋
70.0m＋85.5m＋70.0m（上下線）

西橋
70.0m＋85.5m＋70.0m（上下線）

交差点

神P591 神P590 神P589 神P588 神P587 神P586 神P585

S590 S588S589 S587
S586

S586

S585

S585
←国道2号→

↑
国道
28号
↓

大阪→
←姫路

運河

運河
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湊川橋梁更新事業の経緯
H30第1回委員会資料に一部追記
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湊川橋梁更新事業の経緯
H30第1回委員会資料に一部追記

今回ご報告
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 工事名称 ︓湊川付近鋼製橋脚等大規模更新工事
 実施工期 ︓2019年9月 〜 2023年11月
 工事概要 ︓上部工更新工事時の重量増加を見据えた既設橋脚補強の代替案として、および既設上

部工の疲労リスクの軽減を目的に、上部工更新に先行して新設橋脚を増設

狭隘な施工ヤードや上空制限がある厳し
い条件のもと基礎の施工を実施すべく、

都市型圧入ケーソン工法を採用

①鋼殻リング圧入・掘削

鉄筋組立・基礎コンクリート打設

クラムシェルで掘削しながら、
圧入沈設装置で鋼殻リングを圧入

・橋脚基礎工完了後、分割した橋脚柱部をクレーンにより架設
・その後、梁部をクレーンにより相吊り架設

橋脚梁部架設状況

③中間橋脚設置完了
②橋脚架設

湊川橋梁更新事業の経緯（下部工工事 中間橋脚の設置状況）
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湊川橋梁更新事業の経緯（下部工工事完了）

湊川更新事業 対象区間
神S585〜S590（L＝約400m）

交差点

運河

新設下P1

新設上P1

新設上P2

新設下P2

新設P３

新設P４

新設P６
西橋

28.9m＋41.1m+85.5m＋41.1m+28.9m（上下線）
西橋

28.9m＋41.1m+85.5m＋41.1m+28.9m（上下線）

東橋
21.7m+33.0m+31.4m+46.6m+33.0m+21.7m（上り線）
21.7m+33.0m+44.5m+33.5m+33.0m＋21.7m（下り線）

東橋
21.7m+33.0m+31.4m+46.6m+33.0m+21.7m（上り線）
21.7m+33.0m+44.5m+33.5m+33.0m＋21.7m（下り線）
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1.対象橋梁および湊川橋梁更新事業の経緯

2.当面の監視計画（案）
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 当面の常時モニタリング計測箇所（案）
 き裂リスクの高いCPの下フランジ側を対象に常時モニタリングを実施
 き裂発生の傾向分析およびFEAによるCP部の応力性状分析に基づき計測箇所を選定

◎エリア①・②(下り線)︓優先度A・B・Cを計測（合計︓33箇所）、 ◎エリア③ (上り線)︓優先度A・Bを計測（合計︓11箇所）

下り線(神下S589)

B30 B29 B28 B27 B26 B25 B24 B23 B22 B21 B20 B19 B18 B17 B16 B15 B14
エリア①
エリア②

走行車線側

追越車線側
神P590 神P589

上り線(神上S589)

B30 B29 B28 B27 B26 B25 B24 B23 B22 B21 B20 B19 B18 B17 B16 B15 B14
エリア④
エリア③

走行車線側

追越車線側

〇︓切欠き箇所
●︓切欠き箇所(SH+当て板)

優先度A 優先度B

優先度A 優先度B 優先度A優先度B優先度C

 今後の予定
予備計測に引き続き、常時計測の開始(2025年度〜)

まとめ 上部工監視計画の全体方針
 湊川橋梁全体に対して、点検頻度強化（1回/1年）した臨時目視点検を実施

さらに、中間橋脚を設置していない神S589についてはき裂監視を目的とした常時モニタリングを実施
 き裂の発生状況に応じて、臨時目視点検の点検頻度や常時モニタリング箇所について見直しを行う

上部工工事2025202420232022

中間橋脚設置

臨時目視点検

疲労き裂監視
【常時モニタリング】

補修(損傷が発見された場合)

上部工架け替え工事
中間橋脚設置径間を含めて点検頻度を強化（1回/1年※ ）

・・・

モニタリング本計測予備計測
交差点上の神S-589は特にモニタリング強化（常時監視）

下部工設置工事

当て板補修等を随時実施

き裂検知き裂検知
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